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１１．．ははじじめめにに  
 

2019 年 12 月に中国武漢市を中心に流行が広がった新

型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、現在も変異を

繰り返しながら流行を繰り返している。2020 年 1 月 28 日

に日本では指定感染症に定められ、全数届出対象疾患とさ

れた。福井県衛生環境研究センター（以下、「当センター」）

においても、COVID-19 疑い検体が初めて搬入された

2020 年 2 月 17 日から新型コロナウイルス（SARS-CoV-
2）の検査を実施してきた。2022 年 3 月 31 日時点で 4,485
件の陽性を確認しているが、発熱や呼吸器疾患様症状を呈

していても陰性と判定された患者検体は数多く存在して

いた。また、人々の感染予防対策の徹底や軽症者の受診控

え、重い呼吸器症状を呈した患者の多くが COVID-19 疑

い例となったために、当センターに搬入されたインフルエ

ンザやインフルエンザ様疾患の検体は著しく減少した 1,2)。

そのため、コロナ禍における県内の COVID-19 以外の呼

吸器感染症の流行状況は不明瞭であった。 
COVID-19 が疑われた患者の中に他の呼吸器感染症ウ

イルスによる患者が紛れ込む可能性が考えられたため、発

熱や呼吸器疾患様症状を呈しているが、2020 年 2 月から

2022 年 3 月までに当センターで実施した SARS-CoV-2 遺

伝子検査では陰性となった検体について、代表的な呼吸器

ウイルスの検出を試みたので報告する。また、同期間中の

感染症発生動向調査事業において、本県で報告された呼吸

器感染症の検出状況と比較をしたので併せて報告する。 

 
２２．．方方法法  

 
２２．．１１  検検査査対対象象  

2020 年 2 月 17 日から 2022 年 3 月 21 日までに、

COVID-19 疑いとして採取された唾液もしくは鼻咽頭拭

い液検体のうち、SARS-CoV-2 遺伝子検査が陰性かつ肺炎

症状を呈した患者もしくは発熱、鼻症状、喉症状、頭痛、

倦怠感のうち 2 つ以上の症状を呈した患者の検体を対象

とした。また、疫学情報から同居と推測された患者の検体

は、代表として 1 検体を選択した。さらに、COVID-19 の

流行状況によって搬入検体数や陰性検体数の変動が大き

かったため、毎月の上限を 45 検体とした。計 561 例の検

体を供試した。年別の検体数は、2020 年は 362 検体、2021
年は 147 検体、2022 年は 52 検体であった。 

感染症発生動向調査事業においては、2020 年 2 月 4 日

から 2022 年 3 月 31 日までに、インフルエンザまたはイ

ンフルエンザ様疾患疑いとして採取された鼻咽頭拭い液、

63 検体を供試した。年別の検体数は、2020 年は 32 検体、

2021 年は 27 検体、2022 年は 4 検体であった。 
 
２２．．２２  対対象象ウウイイルルスス  

 A, B 型インフルエンザウイルス（FluA 型, FluB 型）、

AH1pdm インフルエンザウイルス（Flu A(H1N1)pdm）、

RSウイルス（RSV）、ヒトメタニューモウイルス（HMPV）、

ライノウイルス(HRV)、パレコウイルス（HPeV）、ヒトボ

カウイルス（HBoV）、アデノウイルス（HAdV）、パライ

ンフルエンザウイルス 1～4 型（HPIV1~4 型）、エンテロ

ウイルス（EV）、コロナウイルス（HCoV）229E・OC43・
NL63・HKU1 の 18 種類を対象とした。 
 また、発生動向調査事業においては Flu4 種（AH1pdm、

AH3、B 型山形系統、B 型ビクトリア系統）、RSV、HMPV、

HBoV 、HRV/EV、HAdV、HPIV1~4 型、HCoV4 種（229E、

OC43、NL63、HKU1）を対象とした。 
 
２２．．３３  検検査査方方法法  

検査は Malhotra らの方法 3)に従い、マルチプレックス

リアルタイム RT-PCR 法で行った。 
発生動向調査事業においては、Flu の検出は国立感染症

研究所のマニュアル 4)に従い、リアルタイム RT-PCR 法で

行った。また RSV および HCoV4 種は既報 5)に従い、それ

以外のウイルスについては国立感染症研究所のマニュア

ル 6-10)に従い、RT-PCR 法で検査を実施した。 
 

３３．．結結果果おおよよびび考考察察  
  
３３．．１１  供供試試検検体体のの年年代代別別割割合合  

供試検体の患者年齢は 0 歳 2 か月から 98 歳までの幅広

い年齢層（中央値：39 歳）であり、10 歳未満の検体数が

52 検体（9%）、10 代が 53 検体（9%）、20 代が 94 検体

（17%）、30 代が 89 検体（16%）、40 代が 68 検体（12%）、

50 代が 62 検体（11%）、60 代が 59 検体（11%）、70 代が

38 検体（7%）、80 代以上が 46 検体（8%）であった（図

1）。成人の検体は全検体の 8 割以上を占めていた。 
 
３３．．２２  呼呼吸吸器器感感染染症症ウウイイルルススのの検検出出結結果果  

供試した 561 検体のうち、82 検体から 13 種のウイル

スが検出され、検出率は 14.6%であった。HRV は 25 例

（検出率：4.5%）、HPIV は 15 例（2.7%）検出され、そ

の内訳は 2 型が 1 例、3 型が 10 例、4 型が 4 例であっ

た。HMPV は 11 例（2.0%）、HCoV は 11 例（2.0%）

で、その内訳は、NL63 が 2 例、OC43 が 9 例であっ

た。HAdV は 10 例（1.8%）、HBoV は 9 例（1.6%）、
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RSV は 3 例（0.5%）、Flu と EV は 2 例ずつ（0.4%）検

出され、Flu はどちらも B 型（ビクトリア系統）であっ

た（表 1）。また、重複感染例が 5 例あり、その内訳は、

HPIV2 型と HMPV、HCoV OC43 と HCoV NL63 と

HAdV、HAdV と HBoV、HAdV と RSV、HAdV と

HPIV3 型であった。 
年代別検出率は、10 歳未満の小児や 10 代において高

く、20 代および 50 代以上で低い傾向がみられた（表

2）。 
 多検体（ｎ＞5）から検出されたウイルスについて、患者

の年齢層で比較すると、HRV や HMPV は 10 歳未満から

80 代まで幅広い年齢層で検出されていた。一方で、HPIV
や HAdV は 10 歳未満から 40 代で検出され、50 代以上で

の検出はなかった。また、HMPV や HRV、HPIV 、 HAdV
の年代別検出率は成人が半数以上の割合を占めていた（図

2）。HMPV では 11 症例中 5 症例において肺炎等の下気道

症状がみられ、その年代内訳は 10 歳未満、30 代、40 代、

70 代、80 代に 1 症例ずつであった。 
 

表１ 検体採取月別・ウイルス別検出結果 

 
表２ 年代別検出率 

  

図１ 供試検体の患者年代別割合 

  

  

 
 

1100歳歳未未満満
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99%%

99%%
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1111%%

1111%%
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88%%

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 全体

対象数（例） 52 53 94 89 68 62 59 38 46 561

検出数（例） 23 12 7 17 9 6 2 4 2 82

検出率（%） 44.2 22.6 7.4 19.1 13.2 9.7 3.4 10.5 4.3 14.6

Flu RSV HMPV HRV HPIV HPeV HBoV HAdV EV HCoV
2020年 2月 24 11 1 1 4 1 - - - 1 - 3

3月 42 11 1 - 4 1 2 - 2 - - 2
4月 45 5 - - 3 - - - - 1 - 3
5月 45 1 - - - - - - 1 - -
6月 39 0 - - - - - - - - - -
7月 39 3 - - - 3 - - - - - -
8月 41 4 - - - 3 - - - 1 - -
9月 34 4 - - - 3 - - - 1 - -
10月 32 5 - - - 4 - - - - 1 -
11月 15 4 - - - 3 - - - - 1 -
12月 6 0 - - - - - - - - - -

2021年 1月 6 1 - - - - - - 1 - - -
2月 5 1 - - - - - - - - - 1
3月 3 1 - - - 1 - - - - - -
4月 8 0 - - - - - - - - - -
5月 22 4 - - - - - - 2 1 - 1
6月 10 4 - 1 - - 1 - 1 3 - -
7月 22 10 - 1 - - 9 - - - - -
8月 19 3 - - - 2 1 - - 1 - -
9月 25 4 - - - 2 1 - - 1 - -
10月 16 0 - - - - - - - - - -
11月 8 1 - - 1 - - - - - -
12月 3 0 - - - - - - - - - -

2022年 1月 21 3 - - 1 1 - 1 - - -
2月 15 0 - - - - - - - - - -
3月 16 2 - - - - - - 1 - - 1
計 561 82 2 3 11 25 15 0 9 10 2 11

※検出型内訳 Flu:B型（ビクトリア系統）2例、 HPIV：2型 1例 3型 10例 4型 4例、HCoV: NL63 2例 OC43 9例

検体採取月
対象

検体数
検出数

検出ウイルス内訳

※2020年3月1例(HPIVとHMPV)、4月1例(2種類のHCoVとHAdV)、2021年6月2例(HAdVとHBoV、HAdVとRSV)、
    8月1例(HPIVとHAdV)の重複感染例を含む
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３３．．３３  感感染染症症発発生生動動向向調調査査事事業業ににおおけけるる呼呼吸吸器器感感染染症症

ウウイイルルススのの検検出出状状況況  

2020 年 2 月から 2022 年 3 月までの間に、インフルエ

ンザまたはインフルエンザ様疾患疑いで当センターに搬

入された検体は 63 検体あり、そのうち 45 検体において

呼吸器感染症ウイルスが検出された。患者の年齢は、0 歳

4 か月から 44 歳までで、主に小児（中央値：3 歳）であっ

た（図 3）。検出された呼吸器ウイルスは、HRV が 12 例

（検出率：19.0%）、FluB と RSV が 9 例ずつ（14.3%）、

HPIV が 8 例（12.7%）、Flu A(H1N1)pdm が 6 例（9.5%）、

HAdV と HBoV が 2 例（3.2%）、HMPV が 1 例（1.6%）

であり、FluB は全て B 型（ビクトリア系統）、HPIV は全

て 3 型であった。また、重複感染例は 5 例あり、その内訳

は、RSV と HMPV、RSV と HPIV3 型、RSV と HBoV が

1 例ずつ、RSV と HRV が 2 例であった。 
検出されたウイルスについて検体採取月別にまとめた

結果、インフルエンザウイルスは 2020 年 3 月の検出を最

後に、2022 年 3 月まで一度も検出されなかった。一方で、

HRV は年間を通して様々な時期に検出されており、RSV 
A/B や HPIV3 型は 2021 年 6-8 月の期間に複数の検出が

みられた（図 4）。 

 
 

 
 
 

 
図３ 感染症発生動向調査検体の患者年代別割合 
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図２ 検出ウイルス別患者年代内
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３３．．４４  考考察察  

  

３３．．４４．．１１  調調査査対対象象期期間間中中のの呼呼吸吸器器感感染染症症ウウイイルルススのの

検検出出状状況況等等  

8 割以上の成人検体を含む供試検体から検出された 82
検体のうち、主流を占めていたのは、HRV や HPIV、

HMPV、HCoV であった。一方で、9 割以上の小児検体を

含む感染症発生動向調査での主流は HRV や RSV、HPIV
であった。なお HRV は、コロナ禍以前と比べ検出数は減

少したが、季節を問わずに検出されていた。 
HPIV3 型に着目すると、2021 年の 7 月から 8 月にかけ

て、供試検体から 10 検体検出され、半数は 5 歳以下の検

体で、その発症日は 6 月末から 7 月上旬に集中していた。

感染症発生動向調査においても、同年 6 月中旬から 8 月中

旬にかけて 2 歳以下の検体から HPIV3 型が 8 検体検出さ

れたことから、こども園等での集団感染が起きていた可能

性が考えられる。同様に RSV についても感染症発生動向

調査では 2021 年の 6 月から 8 月に 6 検体、供試検体では

同年 6 月から 7 月にかけて 2 検体検出され、計 8 検体中 7
検体が 10 代以下の検体であり、小児における流行の可能

性が考えられた。また、成人における検出状況をみると、

HPIV3型は7月の中旬ごろから検出されていること、RSV
の唯一の成人症例については孫の先行発症を確認できて

いることから、小児の流行が先行して、成人への流行に繋

がる可能性が考えられた。森川らの報告 11)においても、

HPIV3 型と RSV の成人の流行は、小児の流行に先行して

検出する結果ではなかったと報告されている。感染症発生

動向調査における全国状況では、2021 年の 5-8 月に RSV
の検出 12)および 6-7 月に HPIV3 型の検出 13)が集中してい

たことが報告されている。 
 

３３．．４４．．２２  調調査査対対象象期期間間中中にに検検出出さされれたたウウイイルルススとと不不検検

出出ででああっったたウウイイルルススのの特特徴徴  

インフルエンザウイルスやHMPVはCOVID-19が流行

し始めた 2020 年 2 月から 4 月の検体からは検出された

が、5 月以降の検体からは検出されなかった。これは、

COVID-19 の流行により、マスクの着用やアルコール等に

よる手指消毒、人との物理的距離をとることなどの予防策

が徹底されたこと、海外からの感染者の流入を抑えるため

の厳しい措置を実施されたことなどが、呼吸器感染症ウイ

ルスの流行抑制に寄与したことに起因すると推察される。  

一方で、コロナ禍においても複数検出がみられた HRV や

HAdV などはいずれもエンベロープを持たないウイルス

で、アルコール消毒に対して抵抗性を持つため、厳しい感

染予防策が実施されている中でも一定程度検出されたの

ではないかと推測している。加えて、全国における感染症

発生動向調査の結果では、特に厳しい感染対策が行われた

2020 年において、他の呼吸器ウイルスがほとんど検出さ

れていない中、HRV と HAdV は一定の検出があり、同様

の傾向であったことが示唆された 14,15)。また、2021 年に

小児での流行が認められた HPIV3 型や RSV A/B は 2020
年では同ウイルスの流行が抑制していた 16,17)ことから感

受性者が多く、加えてマスクの着用や手指消毒の徹底が難

しい年齢のため、感染が引き起こされ流行に繋がったので

はないかと推測している。 
 

３３．．４４．．３３  呼呼吸吸器器感感染染症症ウウイイルルススにに罹罹患患ししたた患患者者のの年年代代

的的特特徴徴 
 年代別検出率の結果に着目すると、10 歳未満や 10 代の

検出率が非常に高いことがわかる。呼吸器感染症を引き起

こすウイルスのほとんどが乳幼児時期に 1 度は罹患する

と考えられており、成長と共に免疫を獲得していき症状が

軽くなっていく。そのために検出率は乳幼児の時期に高く

なる傾向にある 18)。一方で成人の呼吸器感染症については

小児と比べて疫学や臨床像など未だ明らかになっていな

いことが多い。Branche らの報告 19)によると、高齢者では

ウイルス排出量自体が小児に比べ少ないと報告されてお

り、本研究においても高齢者での検出率の低値の一因にな

った可能性が考えられる。また、ウイルス別に患者年齢層

をみると、10 代未満の小児が感染の主体となっているウ

イルスが複数あるが、HRV や HMPV では成人でも多数検

出されており、HMPV では肺炎等の下気道症状がみられ

た患者は 1-2 歳の乳幼児にとどまらず、30-40 代や 70-80
代でも肺炎を引き起こしていたことが本研究で明らかに

なった。HMPV は乳幼児や高齢者では下気道感染症とな

るが、年長児や健康成人では上気道感染症が主とされ、成

人への肺炎症例は稀であると考えられていたが、本研究で

は比較的若い 30 代、40 代の成人においても肺炎症状を引

き起こしていたことが明らかになり、成人において注視し

ていく必要がある呼吸器ウイルスの一つであることが示

唆された。また、呼吸器感染症ウイルスの多くが、免疫不

全の患者や COPD 等の肺疾患や心疾患をもつ高齢者で重

症化を引き起こし、慢性疾患の増悪に繋がった例も多数報

告されている 20)。健康な成人においても、米空軍内で

HAdV14 型による大規模なアウトブレイク 20)が起こり得

たことから、いまや呼吸器感染症ウイルスは小児のみの注

視にとどまることなく、リスク因子を抱える人や高齢者に

も重点を置く必要があると考えられる。 
 

４４．．ままととめめ  
 
本研究において、県内の COVID-19 流行期における他

の呼吸器感染症ウイルスの動向が明らかになった。コロ

ナ禍において複数検出が認められたウイルスはアルコー

ルに対し抵抗性をもつウイルスが多く、呼吸器感染症の

予防には場所を選ばずに使用できるアルコール消毒に加

え、手洗いの重要性があらためて確認された。また、県

内での成人における呼吸器感染症の実態把握に繋がるま

たとない機会になり、HMPV A/B が成人において注視し

ていくべきウイルスの一つであることが明らかになっ

た。2023 年 3 月 13 日からマスクの着用が個人の判断に

委ねられ、同年 5 月 8 日に COVID-19 は 2 類相当から 5
類感染症へと位置づけが移行したことにより、コロナ禍

以前の生活様式に戻りつつある。そのため、今まで流行

が見られなかったウイルスについても感受性者の増加が

考えられることから、大流行となる可能性がある。保育

園や幼稚園、老健施設等でのアウトブレイクに繋がる恐

れもあることから、今後も呼吸器感染症ウイルスについ

ての動態把握が重要と考えられる。 
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ウウイイルルススのの検検出出状状況況  

2020 年 2 月から 2022 年 3 月までの間に、インフルエ

ンザまたはインフルエンザ様疾患疑いで当センターに搬

入された検体は 63 検体あり、そのうち 45 検体において

呼吸器感染症ウイルスが検出された。患者の年齢は、0 歳

4 か月から 44 歳までで、主に小児（中央値：3 歳）であっ

た（図 3）。検出された呼吸器ウイルスは、HRV が 12 例

（検出率：19.0%）、FluB と RSV が 9 例ずつ（14.3%）、

HPIV が 8 例（12.7%）、Flu A(H1N1)pdm が 6 例（9.5%）、

HAdV と HBoV が 2 例（3.2%）、HMPV が 1 例（1.6%）

であり、FluB は全て B 型（ビクトリア系統）、HPIV は全

て 3 型であった。また、重複感染例は 5 例あり、その内訳

は、RSV と HMPV、RSV と HPIV3 型、RSV と HBoV が

1 例ずつ、RSV と HRV が 2 例であった。 
検出されたウイルスについて検体採取月別にまとめた

結果、インフルエンザウイルスは 2020 年 3 月の検出を最

後に、2022 年 3 月まで一度も検出されなかった。一方で、

HRV は年間を通して様々な時期に検出されており、RSV 
A/B や HPIV3 型は 2021 年 6-8 月の期間に複数の検出が

みられた（図 4）。 

 
 

 
 
 

 
図３ 感染症発生動向調査検体の患者年代別割合 
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